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お年寄りとわらじっくりに励む児童たち

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
な

が
ら
、
共
同
生
活
を
通
し
て
地
域
の
公

園
な
ど
の
整
備
を
自
ら
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
労
働
の
尊
さ
、
大
切
さ
を

認
識
さ
せ
、
郷
土
愛
の
精
神
を
育
て
、

児
童
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
泊
三

日
の
日
程
で
、
白
滝
公
民
館
で
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
ワ

l
ク
体
験
事
業
」
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
田
町
V
Y
S
連
合
協
議

会
の
協
力
を
得
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
も
の
で
、
長
浜
町
一
般
V
Y
S
が
主

体
と
な
っ
て
、
白
滝
小
学
校
の
四
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
三
十
三
人
の
児
童
と
、

地
元
の
お
年
寄
り
ゃ
先
生
、

V
Y
S
会

員
合
わ
せ
て
六
十
人
が
参
加
し
て
共
同

生
活
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
年
寄
り
と
い
っ
し
ょ
に
初
め
て
体

験
す
る
銭
湯
へ
い
っ
て
入
浴
し
た
り
、

食
事
も
い
っ
し
ょ
に
し
て
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
丸
山
会
長
・
熊

野
章
さ
ん
や
中
央
公
民
館
長
・
久
保
七

郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
「
白
滝
の
歴

史
と
文
化
し
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、

児
童
交
通
公
園
へ
い
っ
て
、
草
刈
り
や

ア
キ
缶
、
ご
み
往
来
め
な
ど
を
し
て
、
お

年
寄
り
と
と
も
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
で
野
外
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
お
母

さ
ん
達
と
と
も
に
準
備
を
し
て
、
夏
の

夜
空
を
眺
め
、
ロ
マ
ン
を
語
り
合
い
ま

し
た
。最

終
日
に
は
、
お
年
寄
り
か
ら
わ
ら

じ
守
つ
く
り
を
習
っ
て
、
初
め
て
の
体
験

に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
友
情
と
ふ
れ
あ

い
を
深
め
合
い
ま

L
た。
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長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
七

月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
長
浜
町
立
中
学

校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
町
提
出
の
議
案
十
件
、
第
九
次
道

路
整
備
五
か
年
計
画
策
定
に
関
す
る
決

議
書
な
ど
議
員
提
出
案
件
二
件
、
長
浜

町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す

る
報
告
や
陳
情
文
書
な
ど
議
会
か
ら
の

報
告
案
件
八
件
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
、
報
告
案
件
は
い
ず
れ
も

受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質
問

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
こ

と
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質

問
の
お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

惣
瀬
集
会
所
新
築

費
な
ど自室

ム
宮

言十

理由理盟町議会第2固定例会

A
7
年
度
一
般
会
計
に
今
凶
一
億
四
千

八
百
二
十
六
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
三
十
五
億
九
千
七
百
二
十

五
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
わ
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
}
大
和
橋
拡
張
工
事
に
伴
う

有
線
放
送
ケ
ー
ブ
ル
移
転
工
事
費
。
元

法
務
局
を
文
書
倉
庫
に
改
造
す
る
経
費

等
百
万
円
。
惣
瀬
集
会
所
新
築
工
事
費

の
不
足
分
。

{
民
生
費
}
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
の
事

務
室
を
増
改
築
す
る
経
費
。
嘱
託
医
の

委
託
料
な
ど
。

{
衛
生
費
}
公
衆
浴
場
・
松
の
湯
の
風

呂
釜
を
改
造
す
る
た
め
の
補
助
金
。
水

道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
五
百
万
円
。

{
農
林
水
産
業
費
}
く
り
選
果
機
導
入

設
置
事
業
、
農
地
流
動
化
奨
励
事
業
、

松
く
い
虫
被
害
跡
地
造
林
対
策
事
業
な

ど
の
補
助
金
六
百
二
十
七
万
三
千
円
。

林
道
叶
松

1
足
山
線
開
設
事
業
の
工
事

費
。
出
海
地
先
へ
施
工
す
る
並
型
魚
礁

設
置
事
業
や
櫛
生
、
沖
浦
の
地
先
へ
実

施
す
る
築
磯
設
置
事
業
な
ど
。

一
商
工
費
]
長
浜
海
水
浴
場
の
整
備
に

必
要
な
経
費
六
十
万
円
。

一
土
木
費
}
県
単
が
け
く
ず
れ
防
災
事

業
の
う
ち
山
際
地
区
の
事
業
費
割
当
が

あ
っ
た
分
を
補
正
。
町
道
の
路
面
補
修
、

維
持
的
経
費
の
不
足
分
。
町
道
須
沢

1

込
ノ
奥
線
ほ
か
二
線
の
事
業
費
な
ど
。

一
消
防
費
]
消
防
団
白
滝
分
団
第
阿
部

詰
所
が
焼
失
し
た
た
め
、
新
た
に
建
設

す
る
た
め
の
工
事
費
。

{
教
育
費
]
喜
多
灘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
に
要
す
る
経
費
。
長
浜
中
学

校
の
備
品
購
入
費
。
町
体
育
協
会
と
中

学
校
の
体
育
活
動
費
の
補
助
金
三
十
九

万
円
な
ど
。

出
海
小
校
舎
改
築
ほ
か

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

長
浜
町
過
疎
地
域
振
興
(
五
か
年
)

計
画
を
変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。豆

柳
;
大
戸
線

舗
装
事
業
な
ど

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
豆

柳

1
大
戸
線
舗
装
事
業
と
上
老
松

1
一

ノ
瀬
線
改
良
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
立
中
学
校
の

設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正

出
海
中
学
校
が
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
長
浜
中
学
校
に
統
合
す
る
た

め
、
関
係
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

長
浜
町
立
出
海
中
学
校
を
削
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

陳
情
二
件
、
請
願
一
件

を
受
理
採
択

長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合
組
合
長

理
事
・
一
宮
泰
忠
氏
か
ら
町
議
会
各
議

員
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
た
「
食
料
、

農
業
基
本
政
策
、
米
穀
政
策
の
確
立
等

に
つ
い
て
」
、
出
海
小
学
校
施
設
整
備
委

員
会
会
長
・
浦
田
定
氏
ほ
か
九
人
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
た
「
出
海
小
学
校
校
舎

改
築
に
つ
い
て
」
の
陳
情
文
書
二
件
と
、

大
洲
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
理
事
長
・

金
野
福
夫
氏
、
大
洲
た
ば
こ
販
売
協
同

組
合
理
事
・
下
回
章
氏
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
た
「
た
ば
こ
専
売
制
度
存
続
に
関

す
る
」
請
願
文
書
は
い
ず
れ
も
受
理
採

択
さ
れ
、
た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付

し
て
、
そ
の
主
旨
に
沿
う
よ
う
、
善
処

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
七
年
度
町
議
会
第
二
固
定
例
会

で
は
、
二
宮
義
徳
氏
、
大
野
真
良
氏
、

浦
固
定
氏
、
日
高
照
友
氏
、
城
戸
岡
政

雄
氏
が
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
お
も

な
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

1 積簡
立極素
霊的 J
tにメI
そ 達三

Z 化
平を

二
宮
(
義
)
議
員
:
・
行
政
改
革
が
国
民

的
課
題
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

臨
時
行
政
調
査
会
が
七
月
末
に
基
本
答

申
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
町
行
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
必
歪
で
あ
り
、
行
政
の
刷
新
、
行
財

政
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
積
極
的
に
推

進
し
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
つ
い
て
の
全

面
的
な
見
直
し
、
整
理
合
理
化
に
最
大

の
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

二
宮
町
長

i
行
政
改
革
は
肥
大
化
し

た
部
分
を
全
面
的
に
見
直
し
、
簡
素
化
、

効
率
化
を
推
進
し
、
行
財
政
の
弾
力
性

を
凶
復
し
、
社
会
経
済
情
勢
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の
安

定
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
り
、
早
急
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。
本
町
で
は
、
タ

イ
プ
事
務
、
ご
み
収
集
、
電
算
導
入
な

ど
を
民
間
へ
委
託
し
て
お
り
、
臨
調
の

基
本
答
申
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
、
行

財
政
の
筒
素
、
効
率
化
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
。

現
状
を
把
握
し
、

計
画
的
に

ー
長
期
的
な
町
財
政
見
通
し

1

二
宮
(
義
)
議
員
:
・
国
の
来
年
度
予
算

は
、
マ
イ
ナ
ス
シ

i
リ
ン
グ
を
原
則
と

し
て
、
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
る
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
下
に
お

い
て
経
費
の
節
減
、
事
務
事
業
の
合
理

化
、
見
直
し
等
に
よ
る
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
配
分
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
現
状
を
よ
く
見
つ
め
、
長
期
的
な

視
野
に
た
っ
て
節
度
あ
る
財
政
運
常
が

望
ま
れ
る
が
、
地
方
税
わ
よ
び
地
方
交

付
税
は
景
気
の
停
滞
に
よ
り
、
あ
ま
り

多
額
は
期
待
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
歳
出
の
中
で
大
き
な
比
重
を

占
め
る
人
件
費
、
公
債
費
等
義
務
的
経

費
の
動
向
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を

た
て
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
-
厳
し
い
財
政
ド
に
お
い

て
の
地
方
税
及
び
地
方
交
付
税
は
多
額

は
望
め
な
い
の
で
、
地
方
財
政
計
画
及

び
社
会
経
済
情
勢
を
十
分
把
握
し
、
歳

入
欠
陥
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留

意
し
て
い
き
た
い
。

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
の
増
大
は

財
政
の
硬
直
化
の
要
因
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
動
向
に
注
意
を
払
い
、
抑

制
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
現
状
を
把
隠
し
、
長
期
的
行
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政
需
要
に
対
応
で
き
る
計
画
的
財
政
運

営
を
行
な
い
た
い
。

園田園画圃町議会第2固定例会

道
路
条
件
や
事
情

を
勘
案
し
て

ー
町
道
の
長
期
整
備
計
画

1

二
宮
(
義
)
議
員
:
・
町
道
に
つ
い
て
は
、

主
に
過
疎
債
を
投
入
し
て
整
備
が
な
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
山
間
部
に
お
い
て

は
未
舗
装
や
未
改
良
の
路
線
が
残
っ
て

お
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
全
地
区
を
進

め
て
い
く
よ
う
な
計
画
は
や
め
、
道
路

網
を
元
か
ら
見
直
し
て
、
補
助
金
を
取

り
入
れ
た
事
業
で
整
備
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
長
期
計
画

を
早
急
に
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
道
路
は
産
業
経
済
発
展

の
基
盤
で
あ
り
、
長
期
計
画
を
た
て
整

備
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
昭

和
四
十
四
年
に
幹
線
町
道
一
・
一

J

級
路

線
の
選
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
見
直
し

を
行
な
っ
て
現
在
二
卜
路
線
と
な
っ
て

い
る
。
幹
線
町
道
の
優
先
的
整
備
と
過

疎
地
域
振
興
五
か
年
計
画
等
に
よ
る
整

備
を
基
本
方
針
と
し
て
、
道
路
条
件
や

編
入
道
路
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
道
路
事
情

の
変
化
等
を
勘
案
し
、
見
直
し
を
行
な

い
つ
つ
進
め
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

有
利
な
方
向
で
計

画
的
な
整
備
を

... 

ー
古
い
重
要
町
道
の
改
良

1

大
野
議
員
・
・
今
坊

1
H
の
浦
線
及
び

大
平
線
は
、
町
道
と
し
て
古
く
か
ら
あ

る
が
、
道
幅
が
狭
く
、
交
通
量
が
多
い

の
で
破
損
が
目
立
ち
、
思
い
き
っ
て
町

睡蓮園

道
の
改
良
、
改
修
を
行
な
っ
た
ら
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

ま
だ
未
舗
装
の
生
活
道
は
何
キ
ロ

υ

く
ら
い
あ
る
の
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に

舗
装
し
て
い
く
計
画
が
あ
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
両
路
線
と
も
町
道
、
不
ツ

ト
ワ

l
ク
形
成
上
欠
か
せ
ぬ
路
線
で
あ

り
、
今
後
と
も
接
続
路
線
の
繋
筒
状
侃

等
を
勘
案
し
、
交
通
情
勢
に
対
応
で
き

る
よ
う
諸
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
対
処
し
た
い
。
大
干
線
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
基
点
と
し
て
新
し
い
路
線
を
開

設
し
て
お
り
、
一
部
路
線
が
悪
く
な
っ

て
い
る
が
、
本
年
中
に
補
修
は
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
の
で
ご
承
知
い
た
だ
き

た
い
。生

活
道
の
総
延
長
の
中
で
未
舗
装
で

残
っ
て
い
る
の
は
約
千
八
百
ド
ヘ
一
一
一

%
で
あ
る
コ
林
道
的
な
も
の
は
、
こ
れ

を
町
道
に
編
入
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
あ
わ
せ
る
と
未
舗
装
が
四

O
M
m
ほ

ど
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

町
道
に
む
け
る
生
活
道
路
整
備
事
業
、

農
道
に
お
け
る
小
農
道
舗
装
事
業
等
、

県
補
助
に
よ
る
舗
装
整
備
も
採
択
条
件

に
あ
え
ば
可
能
で
あ
り
、
補
助
規
定
手

を
勘
案
し
、
財
政
的
に
よ
り
有
利
な
方

向
で
計
画
的
な
整
備
を
阿
る
よ
う
険
討

し
た
い
。

農
業
再
編
対
策
の

中
で
対
応
を

ー
山
間
地
の
水
回
転
作

1

大
野
議
員
・
・
・
山
間
地
で
の
ル
小
田
転
作

は
、
大
豆
、
ソ
バ
等
を
作
つ
で
も
育
た

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
今
一
つ
考
え

方
を
か
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
よ
い
与
え
が
あ
る
よ
う
な
ら

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
水
凹
利
用
再
編
対
策
に

つ
い
て
は
、
積
梅
的
に

f

山
積
の
確
保
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
転
作
手
で

有
利
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
一
つ
の
丘
業

と
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

ミ

O
し

現
布
は
果
樹
、
そ
菜
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
決
め
子
が
な
く
、
将
来
の
農
業
再

編
対
策
を
農
協
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

作
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

今
後
に
お
い
て
有
望
な
も
の
が
で
て

く
れ
ば
、
農
協
、
普
及
所
、
県
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
か
向
づ
け
を
し

で
参
り
た
い
。

政
治
的
な
働
き
か

け
を
積
極
的
に

ー
た
ば
こ
耕
作
組
合
の
保
護
育
成

1

大
野
議
員
・
:
現
在
、
た
ば
こ
耕
作
面

積
は
、
口
流
と
豆
茂
あ
わ
せ
て
千
八
百

J
で
あ
る
が
、
キ
口
当
り
干
七
百
円
以

ド
と
な
れ
ば
減
反
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
町
と
し
て
整
地
や
土
壌
改
良
を
行

な
い
、
良
質
た
ば
こ
生
時
の
た
め
に
、

援
助
、
指
導
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
葉
た
ば
こ
の
生
産
組
織

は
、
粟
樹
、
畜
産
、
養
蚕
等
の
曲
辰
宇
佐
物

生
産
組
織
と
異
な
り
、
技
術
、
生
産
指

導
を
専
売
公
社
、
耕
作
組
合
等
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
補
助
、
奨
励
制

度
も
そ
れ
を
通
じ
て
流
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
の
で
、
た
ば
こ
生
産
者
の
す
一
場

を
考
慮
し
て
、
固
に
対
し
て
政
治
的
な

働
き
か
け
を
積
極
的
に
行
な
い
、
有
利

な
状
況
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

』一、品。

ナ
人

tv曲
目
日
し
た
受
皆
で

十
J

七

川

以

子
J

巳
E
T
R
r
J
(

検
討
を

ー
へ
き
地
保
育
所
設
置
計
画

1

大
野
議
員
:
戒
川
に
お
い
て
も
お
母

さ
ん
方
の
要
望
で
幼
児
学
級
が
開
設
さ

れ
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
る
が
、
保
母

さ
ん
が
一
人
の
た
め
、
病
気
に
な
っ
て

欠
席
さ
れ
る
と
幼
児
た
ち
は
ど
う
な
る

の
か
不
安
で
あ
り
、
せ
め
て
保
母
さ
ん

一
ム
人
は
必
要
で
あ
り
、
幼
児
が
卜
人
と

な
る
と
、
へ
き
地
保
育
所
が
開
設
で
き

る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
就
学
前
児
童
数
減
少
の

傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
新
た
に
保
育
所

を
設
置
す
る
こ
と
は
非
常
に
む
つ
か
し

い
状
況
下
に
あ
る
。
現
存
、
戒
川
で
は

託
児
所
の
運
営
を
行
な
っ
て
お
り
、
国

の
基
準
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
児
童

数
の
関
係
が
あ
り
、
増
加
傾
向
に
な
っ

た
時
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
元
と
協
議
し
、

慎
重
に

ー
出
海
中
学
校
の
統
合

1

浦
田
議
員
・
・
・
過
疎
の
進
行
に
よ
り
、

山
海
中
学
校
で
は
急
激
に
生
徒
数
が
減

少
し
、
教
育
面
で
も
支
障
を
き
た
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
種
々
検
討
を

重
ね
で
き
た
結
果
、
五
ト
八
年
度
か
ら

長
浜
中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
、

P

T
A
臨
時
総
会
に
む
い
て
万
場
一
致
で

決
ま
っ
た
が
、
地
元
の
要
望
に
つ
い
て

は
慎
重
に
ご
検
討
願
い
、
地
区
住
民
の

努
力
に
対
し
こ
た
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
ヨ
園
地
必
の
方
々
の
絶
大
な

こ
瑚
解
、
ご
協
力
に
よ
り
統
合
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
町
と
し
て
も
議

会
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
地

区
住
民
の
総
意
に
沿
う
よ
う
努
力
い
た

し
た
い
。

統
合
に
付
随
す
る
諸
々
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
地
元
と
協
議
を
し
な
が
ら
慎

重
に
前
向
き
の
姿
勢
で
検
討
し
て
参
り

一
こ
当
。

j

L

 地
元
の
ご
期
待
に

沿
う
よ
う
努
力

ー
出
海
小
学
校
の
新
築
改
良

l

浦
田
議
員
:
山
海
小
学
校
は
、
昭
和

-一ト
7

一
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
老

朽
化
も
は
な
は
だ
し
く
、
昭
和
四
十
六

年
に
危
険
校
舎
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

り
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
校
舎
の
改
築

を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
一
義
務
教
育
胞
設
の
改
築

に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
耐
力
度
調

査
を
行
な
い
、
国
の
基
準
点
数
に
達
し

た
ら
危
険
校
舎
の
指
定
を
交
け
、
改
築

が
可
能
と
な
る
。
統
合
の
問
題
も
あ
り
、

学
校
教
育
の
基
盤
で
あ
る
施
設
の
整
備

を
最
優
先
に
考
え
て
、
地
正
の
こ
期
待

に
沿
う
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
。

調
査
報
告
書
に
基

づ
い
て
計
画
的
に

ー
愛
媛
い
づ
み
出
腐
と
対
応

i

日
高
議
員
・
・
・
不
況
の
影
響
に
よ
り
消

費
が
落
ち
込
み
、
こ
れ
に
む
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
愛
媛
い
づ
み
が
十
-

月
末
の
オ
ー
ブ
ン
を
め
ざ
し
て
、
そ
の

準
備
が
整
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
型
ス
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ー
パ
l
の
進
出
は
、
町
内
の
小
売
屈
に

と
っ
て
脅
威
で
あ
り
、
憂
慮
し
て
い
る

が
、
町
は
商
出
街
の
振
興
発
展
に
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
昭
和
五
十
六
年
に
街
工

会
が
実
施
し
た
長
浜
町
小
売
商
底
近
代

化
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
、
行
政
機
関

と
し
て
指
導
援
助
し
て
い
く
も
の
と
、

個
々
の
商
屈
が
対
処
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
も
の
と
を
医
分
し
て
、
計
画
的

に
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

消
費
者
の
魅
力
度
調
査
の
結
果
等
を

重
視
し
て
、
大
型
庖
に
な
い
個
庖
の
よ

さ
を
十
分
発
揮
で
き
る
商
庖
街
の
振
興

発
展
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
商
工
会
を
中
心
に
、
関
係
機

関
と
提
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
に
愛
さ

れ
る
商
屈
街
形
成
を
推
進
し
て
い
き
た

校
舎
の
改
築
を
最

優
先
し
て

ー
教
育
施
設
の
整
備
方
針

1

日
高
議
員
・
:
町
内
に
は
、
ま
だ
危
険

な
校
舎
や
昔
の
講
堂
形
式
の
屋
内
体
操

場
が
多
数
あ
り
、
学
校
体
育
、
社
会
体

育
と
し
て
の
利
用
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。整

備
を
必
要
と
す
る
学
校
施
設
に
つ

い
て
、
町
理
事
者
は
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
整
備
を
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方

針
、
計
画
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
今
後
、
整
備
を
必
要
と

す
る
学
校
は
、
校
舎
で
は
出
海
小
、
柴

小
、
戒
川
小
、
出
海
中
の
四
校
で
、
出

海
中
が
統
合
す
れ
ば
三
校
に
な
る
。
屋

体
に
つ
い
て
は
、
櫛
生
、
出
海
、
豊
茂
、

大
和
、
戒
川
、
柴
の
六
校
、
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
出
海
小
の
一
校
で
あ
る
。

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

校
舎
の
改
築
を
最
優
先
し
て
、
屋
体
、

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

地
の
確
保
等
で
困
難
な
状
態
も
あ
る
が
、

整
備
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
子
を
つ
け

て
参
り
た
い
。

必
要
な
も
の
は
思

い
き
っ
て
対
応
を

ー
産
業
の
振
興
策
の
見
直
し

1

日
高
議
員
:
・
商
工
業
、
農
業
、
林
業
、

水
産
業
と
、
各
産
業
の
振
興
策
を
大
局

的
な
見
地
か
ら
現
状
を
把
握
し
、
各
産

業
の
底
を
流
れ
る
不
況
の
要
因
の
実
態

を
今
一
度
ピ
つ
く
り
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
具
体
的
な
対
策
と

い
う
も
の
を
、
来
年
度
当
初
に
は
た
で

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
き
わ
め
て
厳
し
い
財
政

情
勢
が
続
く
の
で
、
不
要
な
も
の
は
極

力
節
約
し
、
必
要
と
忠
わ
れ
る
も
の
は

思
い
切
っ
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
繁
栄
が
図
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

H

豊
か
な
町
づ
く
り
“
に
つ
な
が
る
し
、

今
後
、
皆
さ
ん
と
十
分
検
討
を
加
え
て

参
り
た
い
。

稚
魚
介
類
の
放
流
を

ー
水
産
振
興
の
取
組
み
方

1

城
戸
岡
議
員
・
・
・
本
町
に
お
け
る
水
産

情
勢
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
危
機
と
将

来
に
対
す
る
不
安
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

単
に
漁
港
の
整
備
や
魚
礁
設
置
だ
け
で

は
こ
の
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

は
む
ず
か
し
く
、
今
後
の
水
産
業
振
興

の
た
め
の
あ
る
べ
き
方
向
づ
け
の
見
直

し
を
行
な
い
、
真
の
振
興
発
展
を
図
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
計
尚

を
た
て
、
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

，力。
二
宮
町
長
:
・
漁
港
、
漁
場
の
整
備
と

並
行
し
て
、
漁
業
組
合
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
漁
業
資
源
の
増
大
を
図
る
た
め
、

稚
魚
介
類
の
放
流
を
行
な
い
、
保
育
、

い
集
を
促
進
し
て
い
る
。

今
後
、
考
慮
で
き
る
方
法
は
、
大
型

魚
礁
の
設
置
、
養
殖
漁
業
、
ま
き
網
漁

業
、
水
産
加
工
場
、
ぶ
産
試
験
場
の
分

場
等
が
あ
る
が
、
自
然
立
地
条
件
、
法

の
制
約
が
あ
り
、
膨
大
な
経
費
が
伴
う

の
で
、
今
後
、
検
討
を
加
え
た
い
。

来
年
度
か
ら
着
手
を

ー
水
道
の
基
本
計
画

1

城
戸
岡
議
員
・
:
汚
り
水
、
水
道
管
の

破
損
事
故
、
水
圧
の
低
下
な
ど
多
く
の

問
題
が
生
じ
た
の
で
、
上
水
道
施
設
の

抜
本
的
改
良
整
備
を
行
な
う
た
め
、
長

浜
町
水
道
改
良
基
本
構
想
を
う
ち
た
て

て
、
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
構
想
の
具
体
的
な

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
過
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

長
期
展
望
に
立
脚
し
、
振
興
計
画
基
本

構
想
に
従
っ
て
、
上
水
道
施
設
を
整
備

し
、
続
い
て
全
町
末
端
に
至
る
ま
で
安

定
し
た
給
水
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。水

の
使
用
量
が
増
大
し
て
お
り
、
現

在
の
施
設
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
新
た

に
水
源
を
求
め
、
将
来
は
一
万
ト
ノ
位
の

給
水
能
力
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

上
ぶ
道
を
完
全
な

ι
ー
チ
一
す
る
と
同
時

に
、
簡
易
水
道
に
つ

J

可
能
な
限

り
上
水
道
に
吸
収
し
て
、
良
質
の
水
を

給
水
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
十
月
を
目
途
に
計
剥
を
立
案

し
、
県
の
認
可
を
受
け
て
、
来
年
度
か

ら
子
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

企
業
誘
致
は
鋭
意

努
力
を

ー
開
発
の
現
況
と
今
後
の
取
組
み

1

城
戸
岡
議
員
---A7
や
日
本
経
済
も
世

界
的
不
況
の
中
で
底
を
っ
き
、
長
浜
町

の
景
気
も
予
想
以
上
に
深
刻
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
時
期
に
開
発
事
業
を
推
進

し
て
、
本
町
の
経
済
発
展
、
景
気
浮
揚

を
凶
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
二
次
開
発
事
業
が
現
在
ど
こ

ま
で
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
:
工
、
不
ル
ギ
l
基
地
は
、

港
ゃ
つ
く
り
が
基
本
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
港
湾
に
す
る
か
は
専
門
家
に
よ
っ
て

検
討
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
わ
り
、
か
な
り
の
不
況
の

中
で
凶
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
鋭
意
努

力
し
て
い
る
。

港
湾
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
企
業
の
決
定

等
の
見
通
し
が
つ
い
た
段
階
で
、
議
会

の
皆
さ
ん
に
も
ご
相
談
し
て
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
港

会
つ
く
り
の
企
業
誘
致
の
中
で
は
、
地
場

産
業
の
ス
ペ
ー
ス
も
考
え
て
む
り
、
大

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
も
、
今
後
一
層

努
力
を
し
て
参
り
た
い
。

施
行
か
所
を
多
く

し
、
早
期
完
成
を

ー
大
和
橋
の
完
成
と
道
路
改
良

1

城
戸
同
議
員
・
・
昨
年
か
ら
着
工
し
て

い
る
大
和
橋
の
工
事
に
つ
い
て
、
本
年

度
完
成
す
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な

い
が
、
こ
の
路
線
は
重
要
で
あ
り
、
こ

の
道
を
利
用
す
る
関
係
者
の
日
常
生
活

や
産
業
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
完
成
す
る

の
か
。ま

た
、
県
道
長
浜

1
保
内
線
に
つ
い

て
は
、
特
殊
改
良

A

種
と
県
単
道
路
改

良
の
二
本
だ
て
で
整
備
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
事
業
費
の
枠
が
小
さ
く
、
日
に

み
え
た
進
み
具
合
が
感
じ
ら
れ
ず
、
町

の
負
担
金
の
い
ら
な
い
大
き
な
事
業
費

を
投
入
し
て
整
備
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
早
期
整
備
が
な
さ

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
の
か
。
今
後

の
改
良
方
針
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

二
宮
町
長
・
:
大
和
橋
は
本
年
度
完
成

の
予
定
で
あ
る
。

長
浜

1
保
内
線
の
改
良
は
、
現
在
、

豊
茂
一
か
所
、
大
和
二
か
所
施
行
さ
れ

て
お
り
、
来
年
は
豊
茂
二
か
所
、
大
和

一
か
所
を
県
単
で
要
望
し
て
い
る
。
正

面
橋
か
ら
公
営
住
宅
の
と
こ
ろ
ま
で
は

特
殊
改
良
一
種
事
業
で
子
を
つ
け
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
県
の
了
解
を
得
て
い

る。
地
元
の
用
地
買
収
を
行
な
っ
て
わ
り
、

地
元
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
同
地

か
ら
正
面
橋
ま
で
は
二

jtiti--

三
年
で
や
り

と
げ
た
い
。
そ
の
他
の
地
医
に
つ
い
て

も
で
き
る
だ
け
か
所
を
多
く
し
て
、
こ

れ
の
早
期
完
成
を
図
り
た
い
。
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敬老の日に寄せてー一崎町血甲

老
人
一
畠
止
盟
国
司

1
3
4
i
ノ
4
T
4
4』
河
辺

F
i

j
i
-
-
;
 

9
月
四
日

1
引
田

現
在
、
わ
が
国
の
お
年
寄

り
土
ハ
十
五
歳
以
上
)
は
一

千
万
人
を
超
え
、
総
人
口
の

恥
九
%
を
市
め
で
い
ま
す
。

こ
の
剖
合
法
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
も
の
と
み
ら
れ
、
二

十
三
年
後
の
昭
和
九
卜
午
に

は-一

C
M仰
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
ナ
c

一
立
人
に
一
人
が
む
年
寄
り

|
高
齢
者
問
題
は
今
や
国
民

全
体
の
課
題
で
あ
る
と
一
言
え

ま
す
。長

浜
町
で
も
、
六
十
瓦
歳

以
上
の
お
年
寄
り
が
二
子
十

九
人
、
そ
の

う
ち
九
十
歳

以
上
の
方
は

三
十
八
人
と

な
っ
て
い
ま

す
。
長
寿
番

付
は
別
表
の

通
り
で
す
。

敬
老
福
祉

週
間
を
迎
え

て
、
現
在
ま

で
社
会
の
た

め
に
つ
く
し

て
こ
ら
れ
た

老
人
を
敬
愛

す
る
と
と
も

に
、
老
人
問

題
に
つ
け
て

A
7

一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ

λ
ノ
。

57.8.20現在

東 (労) 西 (交)
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S 57年 度 長浜町長寿番付表昭和

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
考
え
る

社
会
参
加
で

生
き
、
が
い
を

〈
生
き
る
喜
び
〉

入
閣
は
、
社
会
的
動
物
で
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す

υ

わ
た
し
た
ち
は
、
単
に
物
を
食
べ
た

り
、
の
ど
の
渇
き
を
潤
し
た
り
と
ワ
フ

生
理
的
な
欲
望
を
満
た
す
だ
け
で
は
、

生
き
て
い
る
喜
び
、
充
実
感
を
得
る
こ

と
が
む
つ
か
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自

分
が
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
、
同
時
に
、
社
会
を
支
え
て
い
る
と

い
う
臼
党
が
も
て
て
こ
そ
、
人
間
と
し

て
の
生
き
る
喜
び
が
得
ら
れ
る
社
会

的
動
物
と
い
う
一
-
己
葉
に
は
、
そ
う
?
?

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で

?
l
)
L
J酌

h

つノ。

人
積
極
的
に
社
会
参
加
を
〉

若
い
時
代
の
生
活
は
、
仕
事
と
家
庭

の
両
面
で
、
お
の
ず
か
ら
社
会
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

年
を
と
っ
て
く
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
対
人
関
係
に
出
品
化
が
生
じ
ま
す
。

仕
事
か
ら
引
退
し
た
り
、
子
供
が
独

立
し
た
り
、
あ
る
い
は
ま
だ
、
配
偶
者

が
死
亡
?
に
~
り
・
・
・
こ
の
よ
う
な
生
活
環

境
の
変
化
は
、
何
事
に
対
し
で
も
消
極

的
な
態
度
を
と
ら
せ
が
ち
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
孤
独
と
不
安
か
ら
無
気
力
な

心
理
状
態
に
断
る
こ
と
が
多
い
と
一
一
一
口
え

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
張
り
の
あ

る
充
実

L
と
老
後
生
活
は
望
め
ま
せ
入
。

生
き
が
い
の
あ
る
、
心
身
共
に
健
や

か
ま
老
後
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
そ
の

場
合
、
大
切
な
こ
と
は
、
社
会
活
動
に

漫
然
と
首
を
突
っ
こ
む
の
で
は
な
く
、

そ
の
中
に
自
ら
の
役
割
と
生
き
が
い
を

見
い
だ
し
て
い
く
努
力
を
十
る
ご
と
に

あ
る
と
一
言
え
ま
す
。

八
い
ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
〉

最
近
、
地
域
の
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
お

年
寄
り
が
、
た
い
へ
ん
悩
唱
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
文
化
活
動
と
し
て
は
、
わ

ら
細
工
や
竹
細
工
な
ど
民
主
品
作
り
の

伝
承
、
人
生
経
験
を
生
か
し
た
各
種
の

相
談
活
動
、
料
想
講
庄
の
講
師
な
ど
技

術
や
投
能
を
生
か
し
た
指
導
:
な
ど
。

ま
た
、
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、

寝
た
き
り
・
独
り
暮
ら
し
老
人
宅
へ
の

友
愛
訪
問
を
は
り
め
、
盲
人
の
た
め
の

点
字
や
音
読
テ
l
プ
の
録
音
奉
仕
な
ur-

-
お
年
寄
り
の
社
会
活
動
は
広
い
範
囲

に
及
ん
で
い
ま
す
。

〈
知
識
や
経
験
を
社
会
に
生
か
す
)

こ
の
よ
う
な
社
会
活
動
へ
の
参
加
は
、

希
薄
に
な
り
が
ち
な
お
年
寄
り
と
社
会

の
関
係
を
保
ち
、
自
ら
の
役
割
を
通
し

て
生
き
が
け
を
見
い
、
な
す
と
い
う
効
用

が
あ
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
社

会
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
特
に
若
い
世
代
と
の
相
互
理

解
を
促
進
き
せ
る
上
で
も
、

h
u
年
寄
り

白
身
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
と
っ
て
も

大
い
に
有
益
で
あ
る
と
三
守
え
る
で
し
ょ

二
ノ
。
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私
た
ち
の
町
で
は
、
九
月
十
日
に
長

浜
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
く
き
れ
い
な
、
お
金
の
か
か
ら

な
い
選
挙
を
み
ん
な
が
望
ん
で
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
本

年
度
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が

発
足
し
て
三
十
周
年
目
を
迎
え
、
全
国

的
規
模
で
強
力
な
推
進
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

長
浜
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に

お
い
て
も
、
な
お
一
層
明
る
い
選
挙
の

推
進
を
図
り
、
政
治
選
挙
の
倫
理
化
を

推
し
進
め
る
た
め
、
各
種
団
体
役
員
の

方
々
に
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
「
明

る
く
正
し
い
選
挙
」
を
め
ざ
し
て
|
ご

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。皆

さ
ん
も
明
る
い
選
挙
実
現
の
た
め

に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

明るい選挙をめざして

です富一一小設

模
範
と
な
る
清
潔

で
明
る
い
選
挙
を

明るい選挙
推進協議会長

久保七郎

間
も
な
く
長
浜
町
長
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
今
ま
で
の
選

挙
の
あ
り
方
を
反
省
し
、
県
下
の
模
範

と
な
る
、
清
潔
で
明
る
い
選
挙
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
長
浜
町
議
会
議
員
の
選
挙
で

は
、
議
員
さ
ん
ら
が
暑
中
見
舞
、
お
中

元
の
廃
止
、
買
収
は
し
な
い
、
新
聞
等

の
宣
伝
は
し
な
い
こ
と
の
申
し
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
例
の
な
い
こ

と
で
す
。
行
上
正
し
け
れ
ば
下
正
し
、

上
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
下
正
し
か
ら
ず
μ

と
い
い
ま
す
。
町
政
を
進
め
る
町
議
会

議
員
は
町
の
代
表
者
で
す
。
町
の
代
表

者
が
そ
の
姿
勢
を
正
す
決
議
を
行
な
っ

た
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
金
の
パ
ラ
ま
き
政
治
、

金
や
物
を
も
ら
う
の
は
当
り
ま
え
、
選

挙
違
反
み
ん
な
で
や
れ
ば
怖
く
な
い
等
、

政
治
を
こ
こ
ま
で
腐
敗
堕
落
さ
せ
た
責

任
は
、
政
治
家
で
な
い
政
治
屋
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
半
は
そ
れ
に
追
随
し

た
国
民
の
方
に
も
あ
り
ま
す
。

上
が
悪
い
こ
と
を
や
れ
ば
下
が
ま
ね

を
す
る
。
下
が
悪
く
な
る
か
ら
上
も
悪

く
な
ウ
9
0

こ
う
い
う
悪
循
環
が
こ
の
三

十
数
年
の
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
風
潮

を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
こ

か
で
断
ち
き
ら
な
い
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
二
十
一
世
紀
は
日
本
の
世
紀
ど
こ
ろ

か
、
日
本
を
滅
亡
に
導
い
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
町
議
会
議
員
の
自
粛
決
議
の

精
神
を
今
回
の
選
挙
に
も
生
か
し
、
清

潔
な
選
挙
を
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
明
る
い
選
挙
、
明
る
い
町
政
、

明
る
い
町
守
つ
く
り
、
私
た
ち
の
き
れ
い

な
一
票
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
意
志
、
判
断

で
人
を
選
ぼ
う

長浜町小中
学校長会長

木田正統

海
外
旅
行
ブ

1
ム
の
今
日
、
世
界
中

ど
こ
ま
で
行
つ
で
も
日
本
人
に
会
わ
な

い
こ
と
は
ま
ず
無
い
。
パ
リ
の
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
寺
院
の
広
場
で
、
ア
テ
ネ
の
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
で
、
こ
れ
ら
旅
行
の

一
団
は
、
旗
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
に
引

率
さ
れ
て
、
い
か
に
も
気
安
く
の
ん
び

り
と
、
時
に
は
無
自
覚
に
、
ま
た
無
責

任
に
ぞ
ろ
、
ぞ
ろ
と
歩
き
続
け
る
o

そ
れ

は
一
種
ほ
ほ
笑
ま
し
い
風
景
で
も
あ
る

が
、
反
面
、
世
の
「
ひ
ん
し
ゅ
く
」
を

買
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の

様
な
姿
は
、
案
外
我
々
の
身
近
な
生
活

の
中
に
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

思
う
に
、
戦
後
の
日
本
は
、
尊
い
犠

牲
に
よ
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
住
み

よ
い
民
主
国
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。
日

本
く
ら
い
豊
か
で
、
平
和
で
、
自
由
な

国
は
な
い
。

さ
て
、
我
々
が
子
に
し
た
も
の
の
中

に
選
挙
権
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和

二
十
二
年
五
月
以
降
は
、
二
十
歳
以
上

の
す
べ
て
の
人
に
選
挙
権
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
男
女
、
貴
賎
、
貧
富
を
問
わ

ず
、
全
く
の
同
権
で
あ
る
。
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
の
価
値
を
、
改
め
て
自
覚
す
べ
き

で
あ
る
。
選
挙
に
際
し
で
は
、
人
の
言

に
左
右
さ
れ
ず
、
物
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
の
意
志
で
、
自
分
の
判

断
で
人
を
選
ぶ
よ
う
に
し
よ
う
。
投
票

に
つ
い
て
は
責
任
を
も
と
う
。

こ
の
国
の
主
人
は
自
分
で
あ
る
。
こ

の
国
を
治
め
で
い
る
の
は
自
分
で
あ
る
。

国
を
良
く
す
る
の
も
、
悪
く
す
る
の
も

自
分
な
の
で
あ
る
。

人
の
生
命
は
地
球
よ
り
も
重
い
と
い

わ
れ
る
が
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
一
票
と

て
も
劣
ら
ず
、
重
く
尊
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

を候
矢口補
つ者
ての

人
間
'f生

商工会
婦人部長

武元幸子

私
達
は
、
二
十
歳
に
な
れ
ば
男
女
を

問
わ
ず
、
国
民
の
義
務
と
権
利
に
よ
っ

て
、
自
分
の
一
票
を
政
治
に
生
か
す
投

票
が
で
き
、
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
た
び

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
投
票
率
の

こ
と
で
す
。
身
近
な
選
挙
ほ
ど
投
票
率

は
良
い
よ
う
で
、
政
治
に
は
、
町
政
、

県
政
、
国
政
と
あ
り
ま
す
が
、
私
達
の

町
の
選
挙
と
も
な
れ
ば
、
投
票
率
は
犬

変
に
良
い
よ
う
で
す
c

そ
れ
は
候
補
者

を
身
近
に
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
身
近
な
政
治
に
対
す
る
関
心
が

強
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

わ
ゆ
る
候
補
者
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

有
権
者
は
自
信
を
持
っ
て
、
私
た
ち
の

代
弁
者
と
し
て
、
投
票
が
出
来
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
正
し
い
、
違
反
の
な
い

選
挙
を
行
な
う
た
め
に
は
、
候
補
者
の

人
間
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。
候
補
者
も
、
違
反
の
な
い
明
る

い
選
挙
で
当
選
し
て
こ
そ
、
自
分
の
信

念
を
政
治
に
う
ち
こ
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
明
る
い
選

挙
こ
そ
、
正
し
い
政
治
の
第
一
歩
だ
と

強
く
確
信
し
て
い
ま
す
。

一
票
の
重
大
さ
を

話
し
合
っ
て

PTA連合
会副会長

由形友江

今
、
我
が
家
に
は
、
了
度
二
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
娘
が
い
ま
す
。
私
も
、

初
め
て
選
挙
に
参
加
で
き
た
時
の
何
と

な
く
緊
張
し
た
思
い
と
、
政
治
に
参
加

出
来
る
ん
だ
と
い
う
自
覚
で
、
興
奮
し

て
一
票
を
投
じ
た
日
の
こ
と
を
改
め
て

思
い
出
し
ま
す
。
十
有
い
世
代
の
方
々
を

は
じ
め
、
私
達
自
身
も
、
自
分
の
投
じ

る
一
票
一
票
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
我
々
庶
民
が
政
治
に
参
加

で
き
る
唯
一
の
場
で
あ
り
、
自
分
遠
の

手
で
選
ん
だ
人
々
に
よ
っ
て
政
治
が
行

な
わ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
何
か
無

責
任
に
行
政
に
対
し
不
満
を
い
だ
い
た

り
、
非
難
を
浴
び
せ
た
り
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
反
省
し
ま
す
。

本
町
に
わ
い
て
も
、
町
長
さ
ん
の
選

挙
が
目
の
前
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
長

浜
町
の
将
来
を
大
き
な
視
野
で
見
つ
め
、

町
民
の
側
に
立
つ
で
長
い
目
で
考
え
てk

、、
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民、下
さ
る
人
を
選
び
出
さ
ね
ば
と
思
い
ま

す
。
今
年
初
め
て
選
挙
権
を
手
に
す
る

子
供
と
一
緒
に
、
一
票
一
票
の
重
大
き

を
話
し
合
い
、
精
い
っ
ぱ
い
考
え
て
、

意
義
の
あ
る
一
票
を
投
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。

明るい選挙をめざして

真
剣
に
一
票
を
生

か
し
て
代
表
をイ

子

テ

一

昔

寄

ニ
ダ
時
営

、
ロ
ト
田

コ

池

か
女
性
に
も
参
政
権
を
υ
と
必
死
に
運

動
さ
れ
た
市
川
房
枝
、
平
塚
ら
い
ち
ょ

う
女
史
遠
の
努
力
の
結
果
、
得
ら
れ
た

選
挙
権
、
で
も
、
私
な
ど
は
労
せ
ず
に
、

当
然
の
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
が
故
に
、
今
ま
で
は
有
難
パ
い
と

も
思
わ
ず
、
考
え
て
み
れ
ば
本
当
に
パ

チ
当
り
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
最

近
の
社
会
情
勢
は
、
ど
ち
ら
を
見
て
も

不
景
気
の
波
が
押
し
寄
せ
て
来
て
い
る
。

住
み
よ
い
社
会
の
第
一
条
件
は
、
経
済

生
活
の
安
定
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
は
政

治
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

物
価
の
上
昇
も
、
農
産
物
の
自
由
化
も
、

愚
か
な
私
に
は
考
え
る
の
も
頭
が
痛
く

な
る
問
題
で
あ
る
が
、
目
を
つ
む
る
訳

に
も
い
か
な
い
。

二
十
年
佼
前
の
み
か
ん
農
家
の
豊
か

さ
は
、
昔
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
も
う
少
し
働
き
が
い

の
あ
る
生
活
が
出
来
な
い
も
の
か
。

正
し
い
政
治
の
力
に
よ
っ
て
、
少
し

で
も
明
る
い
世
の
中
が
到
来
す
る
様
に

今
こ
そ
真
剣
に
一
票
を
生
か
し
て
、
私

達
の
代
表
を
選
び
た
い
も
の
で
あ
る
。

誘
惑
に
ま
け
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
気

持
ち
を
大
切
に連合婦人会長

長
浜
町
で
は
昭
和
五
十
三
年
に
、
各

種
団
体
の
代
表
、
学
識
経
験
者
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
が
発
足
し
て
、
地
み
ち
に
啓
蒙
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
婦
人
に
も
昭
和
二
十
年
に
参

政
権
が
与
え
ら
れ
て
以
来
、
清
き
一
票

が
台
所
に
響
く
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
町
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
年

で
す
。
婦
人
会
で
も
立
派
な
方
を
、
正

し
い
選
挙
で
選
ぶ
た
め
に
、
町
議
会
を

傍
聴
し
て
、
会
員
の
町
政
ム
お
よ
び
選
挙

意
識
の
向
上
に
努
め
た
り
、
選
挙
の
前

に
は
棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
行
政
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

な
わ
れ
、
地
域
に
即
し
た
政
治
を
し
て

い
た
だ
け
る
人
は
こ
の
人
だ
し
と
毅
然

と
し
た
自
分
の
考
え
を
持
つ
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
違
反
に
は
必
ず
相
手
が

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ス
タ
ー
に
も

あ
り
ま
す
が
、
誘
惑
に
負
け
な
い
よ
う

心
掛
け
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
長
浜
町
が
さ
ら
に
明
る
く
、
住

み
よ
い
町
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す。

法
の
怖
さ

私
の
体
験

矢野美佐子

老人クラブ
連合会長

二宮政夫

あ
る
年
、
候
補
者
の
選
挙
運
動
を
し

て
、
公
職
選
挙
法
に
違
反
し
、
多
く
の
関

係
者
が
警
察
ヘ
呼
び
出
さ
れ
る
中
で
、

私
も
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
も
の

が
来
た
と
覚
悟
し
、
警
察
の
毎
日
の
厳

し
い
取
り
調
べ
に
対
し
て
も
、
こ
こ
で

白
状
し
て
は
、
金
銭
を
取
り
次
い
だ
人
々

に
迷
惑
が
か
か
る
と
思
い
、
白
状
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
連
日
の
厳
し
い
取
り
調

べ
に
、
泣
く
程
つ
ら
い
日
が
続
き
ま
し

た
が
、
「
責
め
る
人
責
め
ら
る
我
も
神

の
子
よ
罵
晋
言
(
ば
り
ご
と
)
だ
け
は

よ
し
て
も
よ
か
ろ
」
と
詩
を
詠
ん
で
抵

抗
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
の
人
の
調
書
を
見
せ
ら

れ
、
逃
げ
道
も
な
く
、
つ
い
に
白
状
し

ま
し
た
c

そ
の
時
の
取
り
調
べ
に
あ
た

っ
た
刑
事
が
、
今
後
は
こ
の
体
験
を
生

か
し
て
、
選
挙
人
を
一
再
蒙
す
る
こ
と
だ

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

候
補
者
と
は
た
い
し
た
関
係
で
も
な

く
、
世
話
を
し
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
拘
置
中
の
私
に
対
す
る
取
り
扱

い
は
厳
し
く
、
そ
こ
に
は
人
間
と
し
て

の
誇
り
も
な
く
、
た
い
へ
ん
つ
ら
く
、

お
じ
け
だ
っ
思
い
で
し
た
。
二
十
日
間

の
拘
置
生
活
を
終
え
、
釈
放
さ
れ
ま
し

た
が
、
判
決
は
、
五
年
の
公
民
権
停
止

と
、
罰
金
三
万
円
で
し
た
o

公
民
権
停

止
期
間
中
に
選
挙
が
何
回
も
あ
り
、
投

票
で
き
ず
に
、
非
国
民
的
感
情
に
う
た

れ
て
、
身
を
切
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

将
来
の
精
神
的
満

足
を
求
め
て

恥
L

d
4
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私
は
、
七
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に

か
け
て
行
な
わ
れ
た
新
成
人
啓
発
講
座

に
参
加
し
て
、
今
ま
で
ま
だ
自
分
に
は

関
係
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
選
挙
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
日
本
国
民
で
満
年
齢
二
十

歳
以
上
の
者
、
欠
格
事
項
の
な
い
者
に

は
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
選
挙

権
の
あ
る
者
す
べ
て
が
政
治
の
こ
と
を

よ
く
理
解
し
、
投
票
し
て
い
る
わ
け
で

成人者代表

は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
に
参
加
す
る
こ

と
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
投

票
す
る
段
階
で
、
何
人
か
の
候
補
者
の

中
か
ら
一
人
の
候
補
者
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
ま
だ
選
挙
の
こ
と
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
候
補
者
の
人
達
の
呼

び
か
け
を
聞
い
て
い
る
と
誰
も
同
じ
よ

う
に
、
と
て
も
い
い
こ
と
ば
か
り
言
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
の
人
達
が
、
呼

び
か
け
の
と
き
に
言
っ
て
い
た
こ
と
を

実
行
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

も
な
い
よ
う
で
す
。
国
は
も
ち
ろ
ん
、

都
道
府
県
や
市
町
村
の
政
治
の
仕
組
み

が
複
雑
に
な
っ
た
た
め
、
個
人
の
意
見

が
政
治
に
反
映
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
の
若
者
は
、
政
治
に
無
関
心
だ

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
さ
き

に
述
べ
た
仕
組
み
の
複
雑
さ
と
、
政
治

の
汚
な
さ
に
、
信
頼
と
い
う
気
持
ち
が

失
わ
れ
て
い
く
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

A
7
は
選
挙
に
買
収
と
い
う
言
葉

は
っ
き
も
の
で
す
。
お
金
を
使
わ
な
け

れ
ば
政
治
家
に
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

ム
μω

今
後
、
明
る
い
選
挙
に
す
る
た
め
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
や
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
の
人
達
だ
け
が
努
力
す
る

の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
有
権
者
、
私

達
若
者
が
、
お
金
や
品
物
で
買
収
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
な
け
れ
噌
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
一
す
。
ひ
と
と
き
の

物
質
的
満
足
よ
り
、
将
来
の
精
神
的
満

足
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
達
有
権
者
の
一
票
が
、
将
来
を

左
右
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
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複
合
施
設
の
利
点

地
域
社
会
に
お
け
る
住
民
の
生
活
は
、

集
会
、
対
話
、
学
習
、
各
種
サ
ー
ク
ル

活
動
、
休
養
、
娯
楽
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
に
及
ん
で
い

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
こ
う

し
た
多
面
的
な
必
要
性
に
応
じ
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
複
合
的
多
目
的
施
設

と
し
て
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

複
合
的
多
目
的
施
設
と
す
る
利
点
を

挙
げ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
第
一
に
は
、

婦
人
と
か
子
供
と
か
老
人
と
か
の
年
齢

階
層
の
異
な
る
住
民
が
、
そ
の
施
設
の

利
用
を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ
る
ご

と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

が
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
地
域
の
人
々
の
連
帯
感
を
深
め
て

い
く
役
割
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

単
独
施
設
で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
の
た
め

の
施
設
な
ら
高
齢
者
だ
け
、
児
童
館
な

ら
子
供
た
ち
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。複

合
施
設
に
な
れ
ば
、
老
若
男
女
が

一
か
所
に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ

で
ゆ
ず
り
合
い
な
が
ら
、
あ
る
い
は
一

緒
に
な
っ
て
施
設
を
使
い
合
う
こ
と
を

通
じ
て
異
な
る
階
層
聞
の
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
じ
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

婦
人
や
高
齢
者
が
児
童
室
に
例
え
ば

本
の
読
み
き
か
せ
と
か
手
作
り
の
オ
モ

チ
ャ
の
作
り
方
の
指
導
な
ど
の
活
動
の

場
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
を
見
つ

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
の
総
理
府
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
今
後
「
高
齢
者
向
け
に
開
発
さ
れ

る
べ
き
仕
事
し
と
し
て
は
、
伝
統
オ
モ

チ
ャ
作
り
や
同
碁
、
将
棋
、
釣
り
の
指

導
な
ど
を
通
ビ
、
青
少
年
と
高
齢
者
と

の
交
流
が
よ
り
進
む
よ
う
な
仕
事
が
望

ま
し
い
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
こ
の
調
査
の
各
項
目
に
対
す

る
回
答
の
共
通
点
と
し
て
は
、
い
ず
れ

も
高
齢
者
と
児
童
、
青
少
年
と
の
対
話

を
深
め
る
機
会
を
作
り
、
世
代
間
交
流

を
進
め
よ
う
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
複
合
的
多
目
的
施
設
は
、

そ
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
も
の
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

コミュニティ

場

り
の
中
心
的
施
設
と
な
っ
て
い
く
で
し

ょ〉
7
0

第
二
に
は
、
特
に
大
都
市
で
は
用
地

の
面
か
ら
、
し
だ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
ご
と
に
土
地
の
獲
得
を
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
機
能
の
一
体
化
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

第
三
の
利
点
と
し
て
施
設
の
効
率
的

な
利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。例

え
ば
、
児
童
の
施
設
で
あ
れ
ば
、

午
後
か
ら
で
な
い
と
使
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

勤
労
青
少
年
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
夜
間
、

逆
に
老
人
等
の
施
設
は
昼
間
使
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
似
た
よ
う

な
機
能
を
も
っ
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
な
い

で
遊
ん
で
い
る
時
聞
が
あ
る
訳
で
す
。

こ
れ
が
多
目
的
利
用
の
複
合
施
設
と
し

て
共
通
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
つ
つ
、
一
日
中

の
時
間
帯
を
通
じ
て
施
設
が
効
率
よ
く

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
四
に
は
、
管
理
費
は
施
設
の
増
え

る
た
び
に
増
大
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
一

か
所
に
集
ま
れ
ば
そ
の
管
理
運
営
費
が

比
較
的
少
な
く
て
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
複
合
・
多

目
的
な
施
設
を
要
望
す
る
声
も
強
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
国
や
県
の
補

助
金
制
度
の
も
と
で
老
人
憩
の
家
、
働

く
婦
人
の
家
な
ど
の
目
的
別
施
設
建
設

の
動
向
も
、
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
分

散
配
置
の
例
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
一
方

住
民
の
多
面
的
な
活
動
に
対
応
す
る
多

目
的
な
複
合
的
な
機
能
の
必
要
性
に
着

目
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
や
公
問
、
広

場
、
集
会
施
設
、
ま
た
は
体
育
施
設
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
一
地
区
に

集
め
て
整
備
し
た
り
合
併
し
た
り
し
て
、

弘
文

υ
E
h
J

U
M
V
ム
日
μ'Pμ

に
一
体

的
な
運

営
管
理

に
努
め

て
い
る

例
も
各

地
に
み

ら
れ
ま

す。

鴎人t.;室等ど日 υ

米山
l終-

u
-

i
八ハ

七
月
八
日
、
保
育
参
観
の
目
。
度
々

経
験
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
や
は

り
何
か
緊
張
す
る
。
も
う
一
度
目
案

に
目
を
通
す
。
子
供
た
ち
の
大
好
き

な
音
楽
リ
ズ
ム
を
取
り
あ
げ
る
。
雨

つ
づ
き
で
子
供
達
の
ス
ト
レ
ス
も
倍

増
、
ど
う
か
な
と
思
い
な
が
ら
の
一
日

が
始
ま
る
。
:
:
:
と
日
ご
ろ
元
気
よ

く
か
け
回
る
子
供
達
な
の
に
今
日
は

動
き
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
何
と

し
て
も
の
っ
て
き
て

÷
J
三
事

く
れ
な
い
。
私
一
人
職
悌
一
一
時
ぷ
~
繍
舗

が
先
走
り
:
:
:
。
一
一
三
九
一
一

i
 

い
よ
う
の
な
い
あ
せ
一
一
九
機
鱗
欝
川

り
が
全
身
を
か
け
め
炉
二
常
時
…

酉
髄
輯
歯
輔
鮮

f
t
w
z
d
m
一

ぐ
り
、
っ
き
ぬ
け
る
o

題
調
鵬
譲
論
敵
機

一
時
間
と
い
う
参
観
欄
繍
端
会
予
盤
輔

の
時
は
す
ぎ
、
最
後
欝
二
J¥
鞍

市

ま

で

子

供

達

と

一

つ

叫

丹

誠

司

に

な

れ

な

か

っ

た

自

龍

三

吋
分
を
感
じ
、
子
供
ヘ
ヤ
中
総
難

問
の
す
ま
な
さ
と
自
己
一
れ
繊
細
繍

ア
嫌
悪
に
わ
ち
い
る
o

一

畿

日・
E

・E

・
-
「
先
生
、
外
に
出
ょ
う
、
水
あ

そ
び
し
よ
う
」
と
い
う
元
気
な
声
に

呼
び
も
ど
さ
れ
る
。
園
庭
を
裸
で
、

は
だ
し
で
か
け
回
る
二
十
九
人
の
姿
、

明
る
い
歓
声
、
「
早
く
お
い
で
よ
、

楽
し
い
よ
」
・
・
:
い
つ
の
間
に
や
ら

私
の
服
も
び
し
ょ
ぬ
れ
。
そ
し
で
沈

ん
で
い
た
自
分
が
子
供
達
と
同
じ
歓

b
f宮
p

e

h

w

b

一

zr街
於
宿
R
E
F

i 
i 

古い感供二は 身 い 1戸川及川市ょ閉山川 るい分え同いるとに求けを達る彼く声 j
b 主立にど逮卜、体ま¥三士却骨川内的A ぷ さ 。た勝たじ大私むもをれ思に 0 等 o '---， ~ Efるの九友をす 山内 γ ト孔川ト百人 禁 長こ手ろ次人がけ告子ばう教ととや吋

{ 。母人達私か 下繁可 υ 口 、となう元に、にな山幸。え同ーつに 2
b 草ぎい親のと に ら ペ人 川 、 携に大にのな子なこと主手ら時つとな j
量売 42Z7存P フィンガーペイントで遊ぶ子供たち z手合 i喜子骨子与三 円京 nlミ2皇子 j
地 しつい立て:なっ足アらせcけ向なせし願的出くなとでいと訴はうだ量助今れとい事

きて、場い:さ静しンけぶれかがたたい γ 性 反 っ ち い た つ え な の 伐 求 け 日 た 友る?
E大 がいやかる疲いかたごの三ばっ弓こ半な壬三省てあた亭てたかはどはらもこ逮こ f!? むるさら 0 れ o 1:子つイ日明と Hhhし ろ ら 7 有 こ ろ 大ーとにと

にし脱今きそ川こンど引丁目ををらで人せまうまで難とうあ人たたたをなに j
つといしのつば休達にデろうかへわ送主)..../1 意らつに戸あくもかまのきこ子感り気

b 王 ぱを子、私たにみ o ?筒イだ 0 なとびら反と欲れて自救売なあ n り要なと供じ、付 f



9 

第
三
次
し
尿
処
理
施
設
が
完
成

ヘルスアイ。第三次し尿処理施設が完成

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
の
し
尿

処
理
施
設
「
清
流
園
L

に
、
こ
の
ほ
ど

排
水
処
理
施
設
が
完
成
、
六
月
十
四
日

に
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
し
尿
処
理
施
設
は
昭
和
三
十
八
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
四
十
七
年
と
四
十
八

年
に
二
次
施
設
を
設
け
、
大
洲
市
、
長

浜
町
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
肱
川
町
、

河
辺
村
、
双
海
町
、
中
山
町
、
広
田
村

の
一
市
六
町
三
村
の
し
尿
処
理
に
あ
た

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別

措
置
法
の
趣
旨
に
そ
っ
た
汚
染
物
質
「
C

O
D
(
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
L

の
削
減

や
肱
川
流
域
の
水
質
保
全
、
下
流
の
水

か
つ
て
は
国
民
病
と
も
い
わ
れ
た

結
核
も
、
昭
和
五
十
二
年
以
降
は
死

因
順
位
の
十
位
以
内
か
ら
姿
を
消
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
だ
に
年
間
七
万
人
以

上
の
新
患
者
の
発
生
が
あ
り
、
忠
者

数
は
四
十
七
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
一

月
末
現
在
、
患
者
数
は
八
十
四
台
‘

入
、
五
月
の
結
核
検
診
以
降
七

hq
一

月
末
ま
で
の
三
か
月
間
に
、
何

と
六
人
の
新
患
者
の
発
生
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
三
人
は
疾
(
た
ん
)

の
中
に
結
核
菌
が
認
め
ら
れ
る
排
菌

患
者
で
す
。

結
核
症
は
確
か

に
減
少
し
て
い
ま

す
し
、
良
い
薬
も

出
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
で
も

門
医
の
指
示
に
従
っ
て
、
徹
底
的
に

治
療
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
薬
に
対
し
て
も
強

い
抵
抗
を
一
示
す
菌
で
す
。
た
と
え
ば
、

直
射
日
光
に
あ
て
で
も
死
滅
す
る
の

に
二
時
間
、
五
%
の
ク
レ
ゾ
ー
ル
液

で
は
二
十
四
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
長
の
目
の
間
に
入
っ
て
い
た

I

l

l

結
核
菌
が
、
十
年
た
っ
て

「
叫
乃
土
呈
亥
食
会
を

「
什

t
d
G
A小
ι
f
L
b
1ニコ
P
J包
も
生
存
し
て
い
た
と
い
う

E

話
も
あ
り
ま
す
。

結

核

症

の

予

防

さ

f

結
核
症
の
中
で
最
も
多

い
の
は
肺
結
核
で
す
。
肺
結
核

な
ど
肺
の
病
気
に
擢
(
り
)
思
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
十
八
歳
以
上
の
方
は
全

員
、
年
一
回
の
結
核
検
診
を
受

け
、
乳
幼
児
は
、
で
き
る
だ
け
早

い
う
ち
に

B
C
G
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
(
保
健
婦
・
原
間
)

利
関
係
者
の
要
望
な
ど
か
ら
、
昭
和
五

十
六
年
度
に
国
及
び
県
の
補
助
金
や
国

民
年
金
積
立
資
金
の
融
資
を
受
け
て
、

総
事
業
費
三
億
八
千
五
百
十
六
万
円
を

投
じ
て
、
排
水
処
理
施
設
(
一
一
一
次
処
理
)

を
整
備
し
ま
し
た
。

新
た
に
完
成
し
た
の
は
三
次
処
理
棟

と
放
流
調
整
槽
で
、
モ
次
処
理
煉
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
一
階
(
約

三
百
八
十
瓦
平
方
灯
)
、
地
階
槽
部
(
二

百
二
十
一
平
方

M
)
な
ど
で
、
沈
殿
槽

オ
ゾ
ン
発
生
装
置
、
砂
ろ
過
器
を
備
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来
の
一
次
、

二
次
施
設
で
処
理
し
た
も
の
を
、
さ
ら

に
浄
化
す
る
装
置
で
す
。

発
見
が
遅
れ
た
り
、
い
い
か
げ
ん
な
治

療
を
し
て
い
る
と
、
命
取
り
に
な
り
か

ね
な
い
病
気
で
す
。
し
か
も
伝
染
病
で

す
か
ら
、
知
ら
な
い
う
ち
に
抵
抗
力
の

弱
い
乳
幼
児
や
老
人
に
感
染
さ
せ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
こ

ろ
発
病
し
て
治
療
し
、
治
っ
て
い
た
の

に
、
年
を
と
っ
て
抵
抗
力
の
衰
え
た
こ

ろ
に
再
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

結
核
菌
は
、
非
常
に
抵
抗
力
の
強
い

菌
で
す
。
結
核
治
療
薬
も
、
結
核
菌
を

殺
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
菌
の
増

殖
を
抑
制
す
る
薬
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か

ら
、
中
途
半
端
な
治
療
で
は
、
か
え
っ

て
薬
の
き
か
な
い
耐
性
菌
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
治
療
す
る
場
合
は
専

清流圏

主
な
処
理
が
オ
ゾ
ン
処
理
で
あ
り
、

オ
ゾ
ン
は
酸
素
源
で
あ
る
た
め
に
、
処

理
水
に
は
、
溶
存
酸
素
と
し
て
残
り
、

人
体
お
よ
び
魚
貝
類
、
植
物
へ
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
放
流
調
整
槽
は
直
筏
十
灯
、

水
深
五
十
刊
ン
の
噴
水
が
付
い
た
水
槽
で
、

放
流
直
前
の
水
を
た
め
て
、
鯉
の
養
魚

実
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
酸
素
も
十

分
で
、
処
理
後
、
肱
川
に
還
元
さ
れ
る

二
千
ゾ
の
水
は
、
ほ
と
ん
ど
肱
川
の
水
と

変
わ
ら
な
い
き
れ
い
な
処
理
水
で
す
。

設
備
は
、
全
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方

式
を
採
用
し
て
お
り
、
向
性
一
夜
を
間
わ
ず

処
理
効
果
と
経
済
運
転
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
色
度
や
排
水
量
等
は
、
連
続

自
動
測
定
記
録
を
行
な
い
、
水
質
管
理

に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
清
流
国
開
設
以
来
、
下
流

水
利
地
域
と
し
て
、
放
流
水
の
監
視
は

強
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
一
次
処
理
施

設
が
完
備
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
応

肱
川
の
水
質
保
全
の
効
果
は
認
め
な
が

ら
、
今
後
-
層
監
視
体
制
を
強
化
し
て
、

水
質
保
全
一
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
皆
さ
ん
の
今
後
-
層
の
ご
協
力
を
わ

願
い
し
ま
す
。

i健 z
i康 E
Zーコ E

Zくz
iりi
zσ) [ 
i食 i
z生 i
! i舌i

畳
食
l
外
食
よ
り
も
弁
当

昼
食
は
一
日
の
活
動
の
中
心
と
な
る

食
事
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
充
実
し

た
献
立
内
容
に
し
た
い
も
の
で
す
。
夕

食
ま
で
の
長
い
午
後
に
備
え
て
、
腹
持

ち
が
良
く
、
し
か
も
、
栄
養
的
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
昼
食
を
と
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

学
生
の
問
に
は
昼
食
を
軽
く
見
る
傾
向

が
あ
る
よ
ヨ
で
す
。
そ
の
一
つ
の
表
わ 完成した第3次処理棟

れ
が
、
弁
当
を
持
参
す
る
人
が
だ
ん
だ

ん
減
り
、
外
食
を
す
る
人
が
相
変
わ
ら

ず
多
い
ご
と
で
す
。
弁
当
に
は
、
食
べ
る

人
に
合
わ
せ
て
必
要
な
栄
養
素
を
盛
り

込
む
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
経
済
的
と
い

う
大
き
な
利
点
が
あ
る
の
で
す
が
・
・
:
・
・
。

昭
和
五
十
五
年
の
国
民
栄
養
調
査
(
厚

生
省
)
を
見
ま
す
と
、
男
女
と
も
昼
食

時
は
外
食
が
多
く
、
男
子
の
一
一
三
%
、

女
子
の
一
四
%
に
当
た
る
人
が
毎
日
の

よ
う
に
外
食
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
食
の
内
容
で
は
、
和
食
や

ソ
パ
・
う
ど
ん
類
の
多
い
の
が
目
立
ち

ま
す
。外

食
は
費
用
が
か
さ
む
こ
と
な
ど
か

ら
、
ど
う
し
て
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
か
、

ソ
パ
一
杯
な
ど
軽
い
も
の
で
済
ま
せ
が

ち
で
す
が
、
こ
う
し
た
昼
食
で
は
野
菜
・

果
実
類
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
、

ス
タ
ミ
ナ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
も
足
り
ま
せ
ん
。
ラ
ー

メ
ン
一
一
杯
だ
け
と
い
っ
た
昼
食
の
場
合

は
、
午
乳
・
チ
l
ズ
な
ど
の
良
質
の
タ

ン
パ
ク
質
や
、
み
か
ん
・
い
ち
ご
・
り

ん
ご
な
ど
の
果
実
類
、
ま
た
は
生
野
菜

を
と
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て

欠
け
て
い
る
も
の
を
補
う
こ
と
が
必
要

で
す
。こ

う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
昼
食
に
は
、
や
さ
し

い
心
情
が
あ
ふ
れ
る
子
会
つ
く
り
の
弁
当

が
一
委
で
す
。

と
は
い
え
二
般
的
に
弁
当
の
場
合
、

ど
う
し
て
も
食
品
的
に
偏
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
食

品
を
組
み
合
わ
せ
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、

暑
い
時
期
は
食
中
毒
が
発
生
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
鮮
度
や
味
付
け
に

気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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し夜ど大限りい
くを主会画
過みし、上盆ヨ
ごんと j{n央お l
しな、ま、どヨ

た で 夏 き 花 り iす金ご加がト l剖ら
。楽のな火、つく魚、し参人目、八

コ|主l月
小挺七
王子:で日
斗二 〆/

一二度豊
父の 7支
兄つ{呆
あど育
わ ti P斤
せんで

てをは
お間午
よ催後
そし六
ピJた時
;三じ力、

作

T
J
H
を
課
し
て
川

P

叫
の
に
耐
え
か
ね
た

小
叶
筋
の
百
姓
ら
が
一
撲
を

ιこ
し
た

の
で
あ
る
。
吉
見
延
内
ノ
子
騒
動
ど
い
わ

れ
る
。
こ
の
時
の
長
浜
の
引
き
は
ど
う

で
あ
ソ
た
ァ
?
J
か
「
積
塵
邦
語
」
に
は

次
の
よ
7
1
γ
)
る
す
。
「
右
百
姓
騒
動

に
つ
き
、
一
撲
に
組
せ
日
ず
ん
ば
押
寄
せ

踏
み
つ
ぶ
し
由
す
事
、
毎
事
催
促
す
ご

い
え
ど
も
、
御
船
着
の
処
な
れ
ば
一
ー
味

の
こ
と
は
思
い
久
一
よ

-hJV
一
ぷ
々
」
と
相

子
に
な
ら
ず
一
臼
に
取
り
合
わ
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
長
、
ル
は
港
町
で
商
業
が

発
展
し
て
お
り
、
無
高
の
た
め
一
撲
に
錦
、

閣
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
浜

周
辺
の
農
民
が
参
加
し
た
記
録
も
な
い
。

し
か
し
百
性
一
授
は
、
封
建
制
度
の

崩
れ
が
夫
同
化
し
た
も
の
で
、
幕
府
、

大
名
の
政
治
力
、
が
衰
え
、
七
・
農
園
工

商
日
収
下
位
の
商
人
を
一
位
に
わ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
情
勢
に
な
っ
て
き
た
。

(
長
松
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

夏の夜を満喫
~豊茂保育所~

徳
川
幕
府
の
財
政
は
、
ー
ん
伶
時
代

(
一
六
一
八
八
j
-

ヒ
O
一
一
一
)
を
さ
か

い
に
そ
傾
い
て
き
た
。
諸
国
大
名
、

一
大
洲
、
新
大
口
蒋
も
同
様
で
あ
っ
た
。

一
冗
禄
以
降
、
二
心
地
万
に
色
た
び

た
び
災
五
を
も
た
ら
Y

)

て
い
る
。
古
子

き

き

ん

川
比
大
飢
謹
(
一
七
三
二
年
)
に
は
大

川
絡
で
飢
人
五
百
二
十
一
人
、
餓
一
叱

一
者
十
九
人
あ
り
、
天
岬
千
八
飢
鋒
で
は

広
ん
じ
ゅ
号

難
渋
者
が
出
て
い
つ
こ
と
が
、
青
島

赤
城
家
文
書
、
的
生
水
日
一
家
文
書
、

ム
ァ
坊
久
保
家
文
書
に
見
え
る
。

大
洲
、
長
一
以
?
の
た
び
た
び
の
大

火
災
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
も
し
ば
し

ば
凶
で
、
農
民
は
三
日
う
に
及
ば
十
夕
、
大

洲
、
新
谷
藩
レ
F

一
も
に
財
政
に
背
L
r
h

一
だ
の
?
あ
る
ι

こ
の
λ

一
め
議
は
省
雲
令
(
倹
約
令
)

一
を
、
手
作
一
一

O
年
二
七
三
五
)
か

ら
安
政
三
年
二
八
五

ム
ハ
)
の
百
二
十
一
年
間
、

一
ほ
と
ん
V

乙
町
午
の
よ
う

に
出
し
た
コ
ま
た
財
政

窮
迫
打
開
の
た
め
藩
札

も
発
し
て
い
7
9
J

こ
の

日
藩
財
政
の
衰
弱
に
反
比

一
刈
?
)
て
商
業
資
本
の
発

一
民
は
め
ざ
ま
し
く
、
城

ト
、
新
谷
、
丘
十
崎
、

内
L
J
、
長
浜
の
巨
富
を

一
持
つ
商
人
に
は
、
苗
字

山
市
刀
差
免
、
扶
持
方
給

与
を
代
出
に
仰
用
銀
、

一
仰
問
米
の

J

十
山
し
売
命

じ
た
。寛

延
三
年
二
七
一
九

O
)、
大
洲
藩
が
十
日
刊
誌
い

"!) 

」与~ø

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

ー
敷
設
船
瀬
戸
内
丸
j

長
浜
と
青
島
閉
じ
需
お
海
底
ケ
ー
ブ
ル
駅
没
工
事
を
行
な

う
の
に
先
だ
っ
て
、

七
月
十

J
u
、
教
設

船
「
瀬
戸
内
丸
」
の
一

般
公
開
が
行
な
わ
れ

た
。
町
内
の
小
学
生

や
一
般
住
民
む
よ
そ

五
百
人
が
「
新
鋭
船

を
一
日
兎
ょ
う
L

と
清

め
か
け
た
。
瀬
戸
内

丸
は
、
卜
四
対
の
市

外
海
底
線
ケ

i
ア
ル

の
蚊
設
工
事
を
行
な

い
、
十
月
中
旬
に
は

青
島
に
霞
話
か
っ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

に なの習な「っと長:f6大し消よ
{市l つ実 L ど字文消 J を幸且[刊IJ:二防そ七

て地、に急、 防 足 講 合 L仁、団二月
三、司1[;J、tつののと日師長城山員十卜
。非 f来急、い 'Y;i_l ，;~に j兵消鬼が五六

F， i舌て務干主主迎支防守参入日
fl，¥' if動学 l ごえ署事平力1]の青

島

き(救
字書急
車重 i舌
整担劫
示教司n
開室.. 
~ ¥練

口口口口口口ロ口口口口口口口口[

ルボ。町の歴史

ヰL藩洲大
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農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業

最
近
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
農

家
、
が
ふ
え
、
不
作
付
農
地
や
未
利
用
農

地
の
増
加
な
ど
、
せ
っ
か
く
の
農
地
が

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

一
方
、
今
後
も
「
農
業
で
生
活
し
た

い
」
と
い
う
意
欲
あ
る
農
家
も
多
く
あ

り
、
こ
れ
ら
の
農
家
は
、
経
営
規
模
の

拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
経
営
規
模
を
縮
小
、

拡
大
し
た
い
」
と
い
う
農
家
の
結
び
つ

け
を
行
な
う
「
農
別
地
高
度
利
用
促
進

活
動
事
業
」
と
、
農
地
を
貸
し
た
農
家

に
対
し
て
奨
励
金
を
J

父
付
す
る
「
農
地

流
動
化
奨
励
金
交
付
事
業
」
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

三
年
以
上
の
貸
借

権

に

は

奨

励

金

表彰@お知らせ

貸
し
手
、
借
り
手
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
推
進
員
(
農
業
委
員
)
か
ら

農
業
委
員
会
に
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
報
告
に
基
づ
い
て
、
町
が
中
に
入
り
、

賃
借
権
の
設
定
を
行
な
い
ま
す
の
で
安

心
で
す
。
設
定
期
間
が
三
年
以
上
の
と

き
は
、
貸
し
子
農
家
に
次
の
通
り
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
三
年
以
上
の
遁
年
作
・
・
・
十
J
当
た
り

一
万
円

⑨
六
年
以
上
の
通
年
作
・
・
・
十
J
当
た
り

二
万
円

た
だ
し
、
期
間
作
(
一
長
作
な
ど
)
は
、

そ
れ
ぞ
れ
す
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
賃
借
権
の
設
定
に
は
、
農
地

法
関
係
の
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。
期

間
満
了
後
は
、
自
動
的
に
貸
主
に
も
ど

り
ま
す
。該

当

要

件

①
貸
付
農
地
は
農
業
振
興
地
域
内
の
農

地
等
で
あ
る
こ
と

②
賃
貸
借
で
あ
る
こ
と
(
無
料
の
も
の

(農業委員)

住所!
ト一一 一ード一一
今坊|上回

卜一一一 一一一一
無事喜地:谷尾 ::日!?:::

電話名

農地流動化推進委員

2-1538 

2-0845 

秋義

辰雄

名

ィγ

2-2068 

有6809
←一一寸一一←ー

賢

政雄

鎌問

石田

J甫

Z頁沢

沖

は
該
当
し
ま
せ
ん
)

詳
し
い
こ
と
ほ
、
農
林
水
産
課
か
農

業
委
員
会
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月

二
十
一

H
か
ら
三
十
日
ま
で
、
〈
k

凶
的

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

問
日
出
内
で
、
四
月
か
ら
七
月
末
ま
で

の
踏
切
事
故
は
九
件
で
、
前
年
度
の
二

寸
三
件
に
比
べ
る
左
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に
行
を
わ

れ
た
「
夏
の
交
通
安
全

県
民
運
動
」
中
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
、
踏
切

事
故
は
一
件
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
傾

向
を
続
け
て
い
く
え
め
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。-R踏

切
で
は
、
必
ず
い

っ
た
ん
停
止
し
て
左
右

の
安
公
安
維
認
し
で
く

だ
さ
い
。

女
踏
切
上
で
の
、
落
輪

や
エ
ン
ス
ト
を
し
な
い

よ
う
、
自
動
車
の
点
検

や
整
備
を
行
な
い
、
運

転
取
り
扱
い
に
十
分
気

を
つ
け
で
く
だ
さ
い
。

女
万
-
、
踏
切
内
で
動

け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

信
片
炎
管
を
た
く
宇
ど
、

ま
ず
、
列
事
を
止
め
る

手
配
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4-0757 

踏
切
事
故
に

ご

注

意

4-0050 ク

国年生
堅金涯
会に減
単額

2 さ
げ、オ1
言語 ι 
求心

国
民
年
金
の
毛
齢
年
金
と
通
算
老
齢

年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す。
し
か
し
、
年
金
を
一
一
党
げ
る
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
し
ハ
十
四

歳
ま
で
の
間
な
ら
、
希
望
す
る
と
き
に

絞
り

k
げ
て
支
給
を
受
け
る
ご
と
が
で

き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
年
金
額
は
六
十
五

歳
か
ら
受
け
る
額
に
比
べ
て
、
四
二
%

1
一
一
%
減
額
さ
れ
ま
す
。

ζ

の
減
額

は
生
涯
続
き
、
い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支

給
を
受
け
る
と
取
り
消
し
は
C
き
ま
せ

ん
か
ら
、
繰
り
上
げ
請
求
す
一
台
と
き
は

よ
く
考
え
て
く
ど
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
に
お
た

ず
ね
く
戸
一
さ
い
。

(伊U)大国O年4月生れ20年鮒すの場合
，56年 7月現在)

支す給を年希望 l支給さ 支給年金額
る 齢れる率

60~61歳未満 58% 276.500円

61~62歳。 65% 309，900円

62~63歳。 72% 343，200円

63~64歳ク 80% 381，400円

64~65歳。 89% 424，3001リ

65歳から 100% 476，700円

!菊地克孝 |7山
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一
層
う
工
夫
と

障
害
者

生
か
す
知
恵

心
身
障
害
者
一
雇
用
程
進
月
間

9
月
1
悶
1
9
月
初
日

職
業
安
定
所
で
は
、
久
円
相
肘
雇
用
援
護

制
度
l
~

基
づ
き
、
事
業
主
な
ら
び
に
障

害
者
の
み
な
さ
人
の
雇
沼
に
閏
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
わ
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
け
。

大
川
川
公
失
職
業
安
定
所

8
0一
八
九
一
二
一
一
四
一
二
一
九
一

台
関
脇
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

看
板
、
ア
ン
テ
ナ
、
樹
木
な
ど
が
電

繰
に
ふ
れ
て
い
ま
せ
九
か

Q

事
故
の
も

と
に
な
り
ま
す
。
惰
突
、
ア
ン
テ
ナ
、

看
板
な
ど
の
取
り
つ
げ
が
ゆ
る
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
調
べ
て
み
ま
し

し
み
弓
ノ
。

ま
た
、

τ
ふ
道
な
ど
に
ゴ
ミ
が
た
ま

っ
て
い
た
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
片
づ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
(
四
国
電
力
)

表
彰

中小**

第
三
回
長
浜
釣
り
大
会

同
さ
ん
が
優
勝
(
お
)

第
三
回
長
浜
泊
り
大
会
が
八
月
八
日
、

長
浜
海
岸
で
闘
か
れ
、
五
歳
の
坊
ゃ
か

ら
六
十
歳
の
わ
年
寄
り
ま
で
、
お
よ
そ

百
五
ト
人
が
参
加
し
て
、
釣
果
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。
一
般
の
郎
で
長
浜
の
同

一
哉
也
さ
ん
が
ク
ロ
ダ
イ
四
-
-
一
二
村
ン
を

釣
り
あ
げ
、
新
証
録
で
優
勝
し
去
し
た

J

し
し
位
入
賞
者
次
の
通
り
。

一
一
般
の
部
}
①
悶
義
也
⑦
藤
本
勝
彦

③
矢
野
博
ど
ぽ
鎌
田
順
一
⑤
岩
本
秀
同

{
婦
人
。
少
年
の
部
}
①
岡
知
也
②
菊

地
註
久
③
向
健
④
片
山
治
⑤
竹
内
真

{
特
別
大
物
の
郡
}
①
宮
日
正
一
⑥
笹

本
栄
一
③
高
橋
美
友
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ゑ
努

V

6
界
4
月d

議参考

十
口
同
沢
順
一
さ
ん

青
少
年
の
健
全
育
成
に
功
労

長
浜
十
区
の
高

f

沢
順
一
さ
ん
(
六
三
)

は
、
青
少
年
補
導

員
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
、
青
少
年

の
怨
全
育
成
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
七
月
十
四
日
、
松
山
市
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ
た
愛
媛
県
少
年
補

導
員
連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
、
大
西

秀
幸
同
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

印刷昭和57年 9月 1日発行(毎月 1日発行)

久
保
勝
輔
さ
ん

防
相
化
活
動
に
功
労

長
浜
三
十
二
区

の
久
保
勝
輔
さ
ん

(
六
一
)
は
、
永
年
に

わ
た
り
防
犯
活
動

に
功
労
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
松
山
市
の
伊
予
鉄
会
館

で
聞
か
れ
た
愛
媛
県
防
犯
逮
絡
協
議
会

総
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
同
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭和57年 9月号

仏、

o東
宇
和
郡

司

包

宇

和

町

の

し

J

内

一

兵

頭

茂

さ

:
;
 

う，

dr

ん
・
:
図
書

!

?

私

(

里

の

昔

、

和

話

)

十

一

冊
を
町
内
各
小
中
学
校
へ
。

。
出
海
診
療
所
の
西
村
博
さ
ん
(
七
Z
E
-
-
.

現
金
三
一
十
万
円
を
社
会
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
合

ま
た
、
児
童
用
図
書
(
十
万
円
)
を

そ
れ
ぞ
れ
出
海
小
学
校
、
櫛
生
小
学

校
へ

0

0
長
浜
の
矢
野
ス
ポ
ー
ツ
応
:
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ト
八
組
ほ

か
(
ト
♂
万
五
千
円
)
を
長
浜
小
学

校
ヘ
。物)~詰

/'ー、¥

豊戎住

茂川所

氏

名

婚

姻

居

時

年

齢

二
宮
正
俊
(
一
一
同
一
)

大

宵

洋

子

(

二

川

)

お
誕
生
お
め
で
と
う

令月は
二宮正佼・洋子さんのカッフル

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

沖

浦

二

宮

幸

則

二

女

朋

子

沖

浦

費

生

護

二

女

な

つ

み

長

浜

大

同

時

雄

二

女

七

帆

下

須

戒

宮

附

茂

長

女

嵐

長

浜

清

水

a

徳

三

男

智

弘

長

浜

神

田

宇

佐

見

四

男

幸

利

沖

浦

大

成

昇

長

女

費

千

沖

浦

池

田

公

誠

二

男

祐

抜

出

海

水

田

義

口

市

長

女

千

夏

一

下
須
戒
中
田
圭
助
一
一
一
男
志
将

長

浜

山

崎

清

志

長

男

大

介

沖

浦

犬

山

崎

薫

ニ

女

理

恵

白
滝
大
成
主
口
重
一
二
男
太
士
山

長

一

快

奥

野

市

喜

長

女

な

つ

み

沖

浦

山

上

孝

之

長

男

兵

弘

長

浜

戸

田

政

和

長

女

真

美

子

長長沖神 長沖
柴

浜浜浦補 j兵浦

菊西徳山瀧高西
土t!l?甫回下里子山奇キす

フ武官兼 f中高
進ク夫亀一 歳子

(
七
六
)

(
五
六
)

(
七
七
)

(
九
三
)

(
七
六
)

(
七
五
)

(
七
二

お
く
や
み

庁需品、品
局~r e喜~ E霊安
て二予 口_"ナ....， 長浜町内の電話工事は、毎週

鐸盤 火耀日と木曜日が工事日になっ

ています。引っ越し、家の増改築等で電話を移転する

場合は、約 1週間前にご注文いただかないと、ご希望

の日に工事ができない場合がありま九早めにご注文

くださ日。

伊予長浜電報電話局

電話の工事はお早めに

E 
E 
E 
E 
E 
E 
Ii:' 
E 
E 
E 
F 
E 
E 
E 
F 
E 
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E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
吾
E 
E 
E 
E 
E 
Ii:' 
fe 
E 
吾
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
5 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 
長
E 
E 
E 
E 

「口l計局の元J I禍は口より入

り、1-1より出る」 言葉と食物

が災いの原因であることを示 L
た諺(ことわざ)で、日本にはこ

の樋の諺がたいへん多い υ 食物

についての用心は割合明りょう

でしやすいカ丈言葉はちと!日(ゃ

っ)介だ。日本語が厄介だからで

あるA 戦国時代以前、最高の人

に対する尊称であった「員様」

が、今では畜生の次に人!日!とし

ては長下位の蔑(ベつ)祢になっ

ているのは時間的な区分が明確

なので、まだよいとしても、先生

になるとやや怪しくなる。 I先

生といわれる程の馬鹿でなし」

ー百年近く前からこのような川

柳があ Jたとごろ会見ると、「貴

様」と 1，司じような運命をたどり

つつあることがうかカfえるA'こ

の商売はいきづまってしもうて、

もうつまらん」 つまるのがえ

えのか悪いのか外国人には分る
ぬ

まい。「わオ1らなにをH吐かすーか」

「われらの自然を守ろう J-逆

もまた真なりで、平気の平左な

のが日本人であるA スーパーが

進出すれば地元の小売業者にと

っては生存権にかかわる大佐略

に違いないけれど、進出て、ト分

その意を含ましめている H本

人同士なら通用するが、子三葉の

定義を明確1=-jる外国土人に、そ

の訳通用すると安易に考えてい

みと、「口は禍の元J I禍は口よ

り1中iる」ということを、いムやと

いう干呈思い先日らされるごとにな

る。

広 報ながはま

長 沖 住

ワ
月
届
出
分
(
品
川
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浦

中

村

佐

喜

男

(

五

二

浜

小

西

き

ぬ

チ

(

七

O
)

編

集

後

暑
い
夏
も
去
っ
て
、
味
覚
の
秋
、
ス
伊

ポ
l
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

涼
し
く
な
っ
た
こ
の
季
節
に
、
夏
の

疲
れ
を
と
っ
て
、
活
動
し
た
い
も
の
で

す。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
第
三
十
五

代
大
統
領
ジ
ョ
ン
・

F

ケ
歪
ゲ
ィ
の
残

し
た
「
諸
君
は
、
社
会
と
間
四
家
か
ら
何

を
し
て
も
ら
う
か
を
考
え
る
よ
り
も
、

諸
君
自
ら
社
会
と
国
家
に
何
を
貢
献
し

得
る
か
を
考
え
実
行
せ
よ
し
と
い
う
有

名
な
-
汚
葉
が
あ
り
ま
す
。

行
政
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
街
、

こ
の
ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
を
一
人
ひ
と
り

が
真
剣
に
考
え
て
、
み
な
さ
ん
と
と
も

に
こ
の
苦
し
は
時
期
を
乗
り
越
え
た
い

・
も
の
で
す
の

電話 2-0000番

入国世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがしミのある町

美しい人情と文化の岡Iをつくり、人口をふやしましょう

記

8月 1日現在 前月との比較

12，665人 4人減
人 口 (男 6，005人) 6人減)

女 6，660人 2人I曽

世帯 数 3，877世帯 2世帯j成

繍?


